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Pharm. D. に関する見解について 

 
日本薬剤師研修センターでは、Pharm. D. (JPEC) 制度を検討しており、その根底にある考え方を下記に記しま

す。実施時期については、薬学関係者との意見調整を図りつつ、Pharm. D.に関する議論が熟するのを見ながら進

めてまいります。大学及び薬学・薬剤師関係者の意見集約によるコンセンサスが、新薬学教育制度の完成年度へ向

けて早くできるように願っています。建設的な意見を歓迎致します。 
 

記 
 
１．Pharm. D.について 
米国には、アカデミックな学位とは別に多彩な職能学位があり、Pharm. D.もそのひとつで、薬剤師養成課程

（Pharm. D.課程）を卒業した者に与えられます。医師、歯科医師、獣医師の養成課程を卒業した者にそれぞれ与

えられる M.D.、D.D.S.、D.V.M. などと同じです。M.D.や Pharm. D.の課程を卒業した後、各州の法律に基づく

手続きを経て医師や薬剤師の資格が与えられます。 
日本においても、「学士」、「修士」、「博士」の学位のほかに、専門職大学院の課程を修了した者に与えられる専門

職学位がありますが、いずれも文部科学大臣が定めることとされ、M.D.やPharm. D.等はそれに該当していません。

日本は、医学や薬学の正規課程（大学院相当の教育を含む６年制）を卒業した者（学士）に国家試験受験資格が与

えられ、合格してはじめて医師や薬剤師の免許が取得できる制度であり、日米の職能教育を制度的に比較すると、

米国の M.D.や Pharm. D.は、それぞれ日本の「学士（医学）」、「学士（薬学）」に相当します。医学の正規課程を

卒業している日本の医師は、Ph.D.(博士号、Doctor of Philosophy, the highest university degree. Longman英英辞

典)を持っていなくても、国際的にM.D.を名乗って何ら問題とされることはありません。Ph.D.を持っている医師は、

M.D.＆Ph.D.と記します。M.D.（Doctor of Medicine）は医師であることを表明していると解釈する方が適当です。

同様に、D.D.S.（Doctor of Dental Surgery）は歯科医師を、D.V.M.（Doctor of Veterinary Medicine）は獣医師

を表すならば、Pharm. D.（Doctor of Pharmacy）は薬剤師を表し、６年制の薬学正規課程を卒業した薬剤師も

Pharm. D.を名乗ることは可能と考えられます。 
6 年制薬学正規課程は、日本において唯一の薬剤師養成コースであるべきで、Pharm. D.コースとして別の学位

コースを設け、「通常の薬剤師よりも上位の学位を有する薬剤師」という印象を与えるのは問題です。仮にPharm. 
D. コースを設けたとしても、日本の薬剤師職能は日本の法律の制約の範囲内で教育されるしかありません。6年制

教育を受けた日本の薬剤師はPharm. D.であり、「Pharm. D.＝国際水準の薬剤師」という考え方を定着させること

が大事だと考えており、それによって日本の薬剤師が適切な国際的評価を得ることが出来、国内における処遇改善

にも繋がることを期待しています。 
 
２．Pharm. D. (JPEC) 制度について 
旧４年制薬学教育では、医療志向の職能教育という観点が不足しており、既卒の旧４年制学部卒薬剤師がPharm. 

D.を名乗るのは少し無理があります。しかしそうはいっても同じ薬剤師免許を与えられ、既に医療の現場において

職能を発揮している者です。卒前に知識、技能の教育を受けたか、卒後に知識、技能を追加修得したかの違いがあ

るのみです。 
そこで、６年制と旧４年制のカリキュラムのギャップを埋めるべく「新カリキュラム対応研修」を推進してきた

日本薬剤師研修センターとしては、研修成果を確認された薬剤師がPharm. D.を名乗ることができるよう検討して

います。もともと「新カリキュラム対応研修」は、薬学教育６年制移行のための法律改正の際に附帯された国会決

議に基づき、旧４年制卒薬剤師を６年制卒のレベルに引き上げるために厚生労働省の政策の下で実施されたもので

す。 
Pharm. D.（JPEC）は、学位の称号ではなく、６年制カリキュラムの教育内容と同レベルの知識、技能、態度

を持っていると確認されたことを示す呼称と考えていただきたい。薬局と病院における実務実績と実務研修実績か

ら、６年制モデル・コアカリキュラムの実習項目をクリアするとともに、６年制モデル・コアカリキュラムの教科

内容に準拠した試験（新カリキュラム対応研修成果判定Webテスト）に合格した薬剤師をPharm. D.（JPEC）に

認定し、一定の基準で３年ごとに更新する予定です。 


